平成28年度第2回　大阪府がん対策推進委員会　がん検診・診療部会（概要）

１　日　時　　　平成29年１月27日（金）18時～20時
２　場　所　　　大阪がん循環器病予防センター　６階
３　議　事　　　（１）胃がん検診における胃内視鏡検査導入のための
アンケート調査項目について
　　　　　　　　（２）がん検診の精度管理に関する取組みについて
　　　　　　　　（３）事業評価チェックリストによる調査について
　　　　　　　　（４）がん検診精密検査依頼書兼結果報告書様式について
　　　　　　　　（５）がん検診重点受診勧奨の取組み状況について
　　　　　　　　（６）平成28年度精度管理センター事業の実施報告及び
29年度の取組みについて
　　　　　　　　（７）第二期大阪府がん対策推進計画の取組みについて
　　　　　　　　（８）その他
４　委員からの意見要旨と審議結果
（１）胃がん検診における胃内視鏡検査導入のためのアンケート調査項目について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料１、参考資料1～４）
第１回がん検診・診療部会にて胃内視鏡検査導入の支援として、市町村に対して各種様式を作成することとなったことを受け、胃内視鏡検査導入検討のための医療機関向けアンケート案の発出について検討された。
【審議結果】
　○アンケート発出について承認を得た。送付文等の内容については部会長に一任。
【意見要旨及び質疑応答】
　○胃内視鏡検査は、精度管理が課題。
　　　アンケート案では精度管理向上のため、どのような手法で検査するのか（網羅的な写真撮影方法の習得度など）を聞くべきではないか。
　　　→現時点での様式については、医療圏でのキャパシティの把握が中心。手法等詳細な体制については、導入決定後に具体的な実施体制を決めるにあたり必要となる項目。胃がんワーキング委員意見とともに参考として市町村に情報提供する。
[bookmark: _GoBack]　　○専門医が複数いる病院では自施設内での二重読影が可能だが、診療所などは読影センターなどがないと難しい。行政や地区医師会が中心になって行うべき。
　　○地区医師会も規模など様々。複数の医師会が合同で行う際は、会議費用など費用面が
課題。
○市町村に対し、「胃内視鏡検査導入のABC」といった胃内視鏡検査導入の手引きをがん検診・診療部会の名で作成し配布した方がいいのでは。　　　

（２）がん検診の精度管理に関する取組みについて　　　（資料２～４、参考資料５～７）
　　　平成27年度発出をした通知「がん検診の精度管理に関する取り組みについて」に対し、市町村が実施した精検受診率向上に対する取組み状況調査の結果の報告。
今年度発出文書について検討された。
【審議結果】
○通知発出について承認を得た。
【意見要旨】
　  ○通知を受けた市町村が単独で取組みを検討しているところも多く、医療機関、医師会と問題を共有化し、協力して対策を講じることが必要。
　　○検診を受診して要精検になれば、必ず精検を受診してもらうことは検診で最も重要なことである。大阪府と精度管理センターが市町村に対し、時間をかけて継続的に支援を行う必要がある。
○大腸がんの要精検率の値は10％近くと極めて高く、精検受診率向上の取組みと同時に、要精検率を低くコントロールすることが必要。　　　　　　　　　
　 


（３）事業評価チェックリストによる調査について　　　　　（資料５、参考資料８～10）
　　　平成28年３月国の「事業評価のためのチェックリスト」が改定されたことによる、
大阪府のチェックリストの変更について検討された。
　【審議結果】
　 ○大阪府が提示した案にて承認を得た。

（４）がん検診精密検査依頼書兼結果報告書様式について　　　　（資料６、参考資料11）
　　地域保健・健康増進事業報告調査票において、精密検査調査票が平成29年に肺がん検
診、平成30年に大腸がん検診がそれぞれ変更されるのに伴い、大阪府が発出している統
一様式の変更について報告。また、今後地域保健・健康増進報告調査票が改定された場
合は、即時に変更し、がん検診・診療部会では事後に報告を行うとすることについて検討された。
【審議結果】
○今回の様式変更について承認を得た。
また、今後地域保健・健康増進報告調査票が改定された場合は、即時に変更し、がん検診・診療部会では報告を行うこととすることについて承認を得た。

（５）がん検診重点受診勧奨の取組み状況について　　　　　（資料７、参考資料12～14）
　　平成25年度に大阪府が設定した重点受診勧奨対象者について、市町村の導入状況等について報告を行った。
　【意見要旨】
　 ○初任者研修会での周知に加え、検診担当が長い者に対しても徹底した周知も行うべき。

（６）平成28年度精度管理センター事業の実施報告及び29年度の取組みについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料８、９）
　　平成28年度の精度管理センター事業を八尾市、門真市の事例を用いて報告を行った。
　　
（７）第二期大阪府がん対策推進計画の取組みについて　　　　　　　　　　（資料10）
　　平成28年度の取り組み状況及び平成29年度の取組みについての報告及び平成25年度に策定した第二期がん対策推進計画の取組み状況の自己評価について検討を行った。
　【審議結果】
　 ○大阪府の自己評価案で承認を得た。
【意見要旨】
　 ○積み残しは多いが、何もやっていない訳ではないので「ほぼ計画通り」のＡ評価。決して積極的な評価ではない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（８）その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料11）
　　第三期大阪府がん対策推進計画策定に係るスケジュールについて報告を行った。
